
第１０３回安来市議会定例会 

（令和６年・令和７年） 

９月定例会議議案 

 

（条例関係等）説明資料 
 

 

番号 議案名 ページ 

議第８４号 安来市公告式条例等の一部を改正する条例制定について 1～3 

議第８５号 

安来市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び安来市職員

の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定につい

て 

4～9 

議第８６号 
安来市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部

を改正する条例制定について 
10 

議第８７号 安来市手数料条例の一部を改正する条例制定について 11～16 

議第８８号 安来市公営住宅条例等の一部を改正する条例制定について 17・18 

議第９０号 市道路線の変更について 19～27 

議第９１号 指定管理者の指定について 28 

議第９３号 工事請負契約の締結についての議決の一部変更について 29 

議第９４号 工事請負契約の締結についての議決の一部変更について 30 

議第９５号 工事請負契約の締結についての議決の一部変更について 31 

 

  



 



議第８４号 

安来市公告式条例等の一部を改正する条例制定について 説明資料 

総務部総務課 

 

１ 改正理由 

デジタル社会の形成を図るための規制改革を推進するためのデジタル社会形成

基本法等の一部を改正する法律（令和５年法律第６３号）を踏まえ、デジタル技

術の進展を踏まえた「アナログ規制」の見直しを推進するため、関係条例につい

て所要の改正を行う。 

 

２ 一部改正の対象条例 

  ①安来市公告式条例（平成１６年安来市条例第３号） 

  ②安来市行政手続条例（平成１６年安来市条例第１０号） 

③安来市財政状況の作成及び公表に関する条例（平成１６年安来市条例第５８

号） 

④安来市広瀬町名誉町民顕彰館設置及び管理に関する条例（平成１６年安来市

条例第１１４号） 

 

３ 内容 

  特定の場所において書面で掲示されていたものについて、インターネットによ

る閲覧等を可能とし、いつでもどこでも必要な情報を確認できるようにすること

で、市民の利便性向上及び職員の事務負担軽減を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   掲示場等での書面掲示           市ウェブサイトでの 

                         電磁的記録による掲示 

 

 

４ 施行期日 

令和８年４月１日 

【改正前】               【改正後】 
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議
第
８
４
号
 

 
 
 
安
来
市
公
告
式
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

 
説
明
資
料

 
総
務
部
総
務
課

 

第
１
条
関
係
（
安
来
市
公
告
式
条
例
の
一
部
改
正
）

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
  

（
 
 

 
 
改
正
部
分
）

 

改
 

 
 
正
 
 

 
後
 

改
 

 
 
正
 
 

 
前

 

(
条
例
の
公
布

) 
(
条
例
の
公
布

) 

第
2条

 
〔
略
〕

 

2
 
条
例
の
公
布
は
、
電
磁
的
記
録
に
よ
り
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
設
置
し
た
掲
示
場
に
掲

示
し
て
行
う
。

 

第
2条

 
〔
略
〕

 

2
 
条
例
の
公
布
は
、
安
来
市
役
所
の

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
掲
示
場
に
掲

示
し
て
行
う
。

 

 第
２
条
関
係
（
安
来
市
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改
正
）
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

  
 
 
 

 
 
 
 
（

 
 

 
 
改
正
部
分
）

 

改
 

 
 
正
 
 

 
後
 

改
 

 
 
正
 
 

 
前

 

(
聴
聞
の
通
知
の
方
式

) 
(
聴
聞
の
通
知
の
方
式

) 

第
1
5条

 
〔
略
〕

 

2
 
〔
略
〕

 

3
 
行
政
庁
は
、
不
利
益
処
分
の
名
あ
て
人
と
な
る
べ
き
者
の
所
在
が
判
明
し
な
い
場
合
に

お
い
て
は
、
第

1項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
、
そ
の
者
の
氏
名
、
同
項
第

3号
及
び
第

4号

に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
当
該
行
政
庁
が
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を

い
つ
で
も
そ
の
者
に
交
付
す
る
旨
を
原
則
と
し
て
、
電
磁
的
記
録
に
よ
り
当
該
行
政
庁

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
設
置
し
た
掲
示
場
に
掲
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
掲
示
を
始
め
た
日
か
ら

2週
間
を
経
過
し
た
と
き
に
、
当

該
通
知
が
そ
の
者
に
到
達
し
た
も
の
と
み
な
す
。

 

第
1
5条

 
〔
略
〕

 

2
 
〔
略
〕

  

3
 
行
政
庁
は
、
不
利
益
処
分
の
名
あ
て
人
と
な
る
べ
き
者
の
所
在
が
判
明
し
な
い
場
合
に

お
い
て
は
、
第

1項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
、
そ
の
者
の
氏
名
、
同
項
第

3号
及
び
第

4号

に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
当
該
行
政
庁
が
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を

い
つ
で
も
そ
の
者
に
交
付
す
る
旨
を

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
当
該
行
政
庁

の
事
務
所
の
 

 
 

 
 

 
 
掲
示
場
に
掲
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
掲
示
を
始
め
た
日
か
ら

2週
間
を
経
過
し
た
と
き
に
、
当

該
通
知
が
そ
の
者
に
到
達
し
た
も
の
と
み
な
す
。

 

 第
３
条
関
係
（
安
来
市
財
政
状
況
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
（

 
 
 
 
改
正
部
分
）

 

改
 

 
 
正
 
 

 
後
 

改
 

 
 
正

 
 

 
前
 

(
公
表
の
方
法

) 
(
公
表
の
方
法

) 
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第
4条

 
財
政
状
況
の
公
表
は
、
市
広
報
紙
に
登
載
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
や

む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
市
広
報
紙
に
登
載
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
電
磁
的

記
録
に
よ
り
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
設
置
し
た
掲
示
場
に
掲
示
し
て
こ
れ
に
代
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

 

第
4条

 
財
政
状
況
の
公
表
は
、
市
広
報
紙
に
登
載
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
や

む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
市
広
報
紙
に
登
載
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
市
役
所

及
び
各
支
所
の

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
掲
示
場
に
掲
示
し
て
こ
れ
に
代
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

 

 第
４
条
関
係
（
安
来
市
広
瀬
町
名
誉
町
民
顕
彰
館
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
（

 
 
 
 
改
正
部
分
）

 

改
 

 
 
正
 
 

 
後
 

改
 

 
 
正
 
 

 
前

 

(
休
館
日

) 
(
休
館
日

) 

第
8条

 
〔
略
〕

 

2
 
指
定
管
理
者
は
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
休
館
日
に
開

館
し
、
又
は
臨
時
に
休
館
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

第
8条

 
〔
略
〕

 

2
 
指
定
管
理
者
は
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
休
館
日
に
開

館
し
、
又
は
臨
時
に
休
館
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ

め
名
誉
町
民
顕
彰
館
の
掲
示
板
に
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。
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議
第
８
５
号

 
 

 
 
安
来
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
及
び
安
来
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

 
説
明
資
料

 
総
務
部
人
事
課

 

第
１
条
関
係
（
安
来
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
（
 
 

 
 
改
正
部
分
）

 

改
 

 
 
正
 
 

 
後
 

改
 

 
 
正
 
 

 
前

 

(
介
護
休
暇

) 
(
介
護
休
暇

) 

第
1
5条

 
介
護
休
暇
は
、
職
員
が
要
介
護
者

(
配
偶
者

(届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係

と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。

)、
父
母
、
子
、
配

偶
者
の
父
母
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
者

(
第

1
7条

の
3第

1項
に
お
い
て
「
配
偶
者
等
」
と

い
う
。
)
で
負
傷
、
疾
病
又
は
老
齢
に
よ
り
規
則
で
定
め
る
期
間
に
わ
た
り
日
常
生
活
を

営
む
の
に
支
障
が
あ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。

)
の
介
護
を
す
る
た
め
、
市
長
が
、

規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
職
員
の
申
出
に
基
づ
き
、
要
介
護
者
の
各
々
が
当
該
介

護
を
必
要
と
す
る
一
の
継
続
す
る
状
態
ご
と
に
、
3
回
を
超
え
ず
、
か
つ
、
通
算
し
て

6月

を
超
え
な
い
範
囲
内
で
指
定
す
る
期
間

(以
下
「
指
定
期
間
」
と
い
う
。
)内

に
お
い
て
勤

務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
け
る
休
暇
と
す
る
。

 

第
1
5条

 
介
護
休
暇
は
、
職
員
が
要
介
護
者

(
配
偶
者

(届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係

と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。

)、
父
母
、
子
、
配

偶
者
の
父
母
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
者

(
第

1
6条

の
2第

1
項
に
お
い
て
「
配
偶
者
等
」
と

い
う
。

)
で
負
傷
、
疾
病
又
は
老
齢
に
よ
り
規
則
で
定
め
る
期
間
に
わ
た
り
日
常
生
活
を

営
む
の
に
支
障
が
あ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。

)
の
介
護
を
す
る
た
め
、
市
長
が
、

規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
職
員
の
申
出
に
基
づ
き
、
要
介
護
者
の
各
々
が
当
該
介

護
を
必
要
と
す
る
一
の
継
続
す
る
状
態
ご
と
に
、
3
回
を
超
え
ず
、
か
つ
、
通
算
し
て

6
月

を
超
え
な
い
範
囲
内
で
指
定
す
る
期
間

(以
下
「
指
定
期
間
」
と
い
う
。
)内

に
お
い
て
勤

務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
け
る
休
暇
と
す
る
。

 

2
･
3 

〔
略
〕
 

2
･
3 

〔
略
〕

 

 
(
配
偶
者
等
が
介
護
を
必
要
と
す
る
状
況
に
至
っ
た
職
員
に
対
す
る
意
向
確
認
等

) 

 
第

1
6
条
の

2
 
任
命
権
者
は
、
職
員
が
配
偶
者
等
が
当
該
職
員
の
介
護
を
必
要
と
す
る
状
況

に
至
っ
た
こ
と
を
申
し
出
た
と
き
は
、
当
該
職
員
に
対
し
て
、
仕
事
と
介
護
と
の
両
立
に

資
す
る
制
度
又
は
措
置

(以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
介
護
両
立
支
援
制
度
等
」

と
い
う
。

)
そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
介
護
両
立
支
援
制
度
等
の
申
告
、

請
求
又
は
申
出

(同
条
に
お
い
て
「
請
求
等
」
と
い
う
。
)に

係
る
当
該
職
員
の
意
向
を
確

認
す
る
た
め
の
面
談
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
2
 
任
命
権
者
は
、
職
員
に
対
し
て
、
当
該
職
員
が

4
0歳

に
達
し
た
日
の
属
す
る
年
度

(4
月

1
日
か
ら
翌
年
の

3月
3
1
日
ま
で
を
い
う
。

)
に
お
い
て
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
を
知
ら

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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(
勤
務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措
置

) 

 
第

1
6
条
の

3
 
任
命
権
者
は
、
介
護
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
等
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
 

(
1)

 
職
員
に
対
す
る
介
護
両
立
支
援
制
度
等
に
係
る
研
修
の
実
施

 

 
 

(
2)

 
介
護
の
両
立
支
援
制
度
等
に
関
す
る
相
談
体
制
の
整
備

 

 
 

(
3)

 
そ
の
他
介
護
の
両
立
支
援
制
度
等
に
係
る
勤
務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措
置

 

 
(委

任
) 

 
(委

任
) 

第
17

条
 
第

12
条
か
ら
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
休
暇
に
関
す
る
手
続
そ
の

他
の
休
暇
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

 

第
17

条
 
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
市
長
が
別
に
定
め
る
。

 

 
(妊

娠
、
出
産
等
に
つ
い
て
の
申
出
を
し
た
職
員
等
に
対
す
る
意
向
確
認
等

) 
 

第
1
7
条
の

2 
任
命
権
者
は
、
安
来
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

(平
成

1
6
年

安
来
市
条
例
第

4
0
号
。
以
下
「
育
児
休
業
条
例
」
と
い
う
。

)
第

2
6
条
の
措
置
を
講
ず

る
に
当
た
っ
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
た
職
員

(以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
申

出
職
員
」
と
い
う
。

)
に
対
し
て
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

(
1
) 

申
出
職
員
の
仕
事
と
育
児
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置

(
次
号
に
お
い
て
「
出

生
時
両
立
支
援
制
度
等
」
と
い
う
。

)
そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
た
め
の
措
置

 

 

(
2
) 

出
生
時
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
、
申
告
又
は
申
出

(以
下
「
請
求
等
」
と
い
う
。
)

に
係
る
申
出
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置

 

 

(
3
)
 
育
児
休
業
条
例
第

26
条
の
規
定
に
よ
る
申
出
に
係
る
子
の
心
身
の
状
況
又
は
育

児
に
関
す
る
申
出
職
員
の
家
庭
の
状
況
に
起
因
し
て
当
該
子
の
出
生
の
日
以
後
に
発

生
し
、
又
は
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
の
支
障

と
な
る
事
情
の
改
善
に
資
す
る
事
項
に
係
る
申
出
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の

措
置
 

 

2
 
任
命
権
者
は
、
3
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
職
員

(以
下
こ
の
項
に
つ
い
て
「
対
象

職
員
」
と
い
う
。

)
に
対
し
て
、
規
則
で
定
め
る
期
間
内
に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ

 

　5　



な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

(
1
)
 
対
象
職
員
の
仕
事
と
育
児
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置

(
次
号
に
お
い
て

「
育
児
期
両
立
支
援
制
度
等
」
と
い
う
。

)そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
た
め
の
措
置

 

 

(
2
)
 
育
児
期
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
等
に
係
る
対
象
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め

の
措
置

 

 

(
3
) 

対
象
職
員
の

3
歳
に
満
た
な
い
子
の
心
身
の
状
況
又
は
育
児
に
関
す
る
対
象
職
員

の
家
庭
の
状
況
に
起
因
し
て
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
職
業
生
活

と
家
庭
生
活
の
両
立
の
支
障
と
な
る
事
情
の
改
善
に
資
す
る
事
項
に
係
る
対
象
職
員

の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置

 

 

3
 
任
命
権
者
は
、
第

1
項
第

3
号
又
は
前
項
第

3
号
の
規
定
に
よ
り
意
向
を
確
認
し
た
事

項
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
意
向
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

(
配
偶
者
等
が
介
護
を
必
要
と
す
る
状
況
に
至
っ
た
職
員
に
対
す
る
意
向
確
認
等

) 
 

第
1
7
条
の

3
 
任
命
権
者
は
、
職
員
が
配
偶
者
等
が
当
該
職
員
の
介
護
を
必
要
と
す
る
状
況

に
至
っ
た
こ
と
を
申
し
出
た
と
き
は
、
当
該
職
員
に
対
し
て
、
仕
事
と
介
護
と
の
両
立
に

資
す
る
制
度
又
は
措
置

(以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
介
護
両
立
支
援
制
度
等
」

と
い
う
。

)
そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
介
護
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
等

に
係
る
当
該
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
面
談
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

 

 

2
 
任
命
権
者
は
、
職
員
に
対
し
て
、
当
該
職
員
が

4
0歳

に
達
し
た
日
の
属
す
る
年
度

(
4
月

1
日
か
ら
翌
年
の

3月
3
1
日
ま
で
を
い
う
。

)に
お
い
て
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
を
知
ら

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

(
勤
務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措
置

) 
 

第
1
7
条
の

4
 
任
命
権
者
は
、
介
護
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
等
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

 
(
1)

 
職
員
に
対
す
る
介
護
両
立
支
援
制
度
等
に
係
る
研
修
の
実
施
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(
2)

 
介
護
の
両
立
支
援
制
度
等
に
関
す
る
相
談
体
制
の
整
備

 
 

 
(
3)

 
そ
の
他
介
護
の
両
立
支
援
制
度
等
に
係
る
勤
務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措
置

 
 

 第
２
条
関
係
（
安
来
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
（

 
 
 

 
改
正
部
分
）

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後

 
改

 
 

 
正
 
 

 
前

 

(
部
分
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員

) 
(
部
分
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員

) 

第
2
2
条
 
育
児
休
業
法
第

1
9
条
第

1
項
の
条
例
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と
す

る
。
 

第
2
2
条
 
育
児
休
業
法
第

1
9
条
第

1
項
の
条
例
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と
す

る
。

 

(
1
) 

〔
略
〕
 

(
1
) 

〔
略
〕

 

(
2
)
 
勤
務
日
の
日
数

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
を
考
慮
し
て
規
則
で
定
め
る
非
常

勤
職
員
以
外
の
非
常
勤
職
員

(地
方
公
務
員
法
第

22
条
の

4
第

1
項
に
規
定
す
る
短

時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

  
 
 

 
 
  
を
除
く
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

 

(
2
)
 
勤
務
日
の
日
数
及
び
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
を
考
慮
し
て
規
則
で
定
め
る
非
常

勤
職
員
以
外
の
非
常
勤
職
員

(地
方
公
務
員
法
第

22
条
の

4
第

1
項
に
規
定
す
る
短

時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員

(
以
下
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
等
」
と
い

う
。
)
を
除
く
。

 
 

 
 
 
 

 
 
 
）

 

(
第

1号
部
分
休
業
の
承
認

) 
(
部
分
休
業

  
 
  
の
承
認

) 

第
2
3
条
 
育
児
休
業
法
第

1
9条

第
2
項
第

1
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求
す
る
同
条
第

1項
に

規
定
す
る
部
分
休
業

(
以
下
「
第

1
号
部
分
休
業
」
と
い
う
。

)の
承
認
は

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
、

3
0
分
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と

 

す
る
。

 

第
2
3条

 
部
分
休
業

(
育
児
休
業
法
第

19
条
第

1項
に
規
定
す
る
部
分
休
業
を
い
う
。
以
下
同

じ
。

)
の
承
認
は
、
安
来
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
第

8条
第

1項
に

規
定
す
る
正
規
の
勤
務
時
間

(
非
常
勤
職
員

(
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
等
を
除

く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。

)
に
あ
っ
て
は
、
当
該
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
定
め

ら
れ
た
勤
務
時
間

)の
始
め
又
は
終
わ
り
に
お
い
て
、

3
0分

を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と

す
る
。

 

2
 
労
働
基
準
法
第

6
7
条
の
規
定
に
よ
る
育
児
時
間

(以
下
「
育
児
時
間
」
と
い
う
。

)
又
は

安
来
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
第

15
条
の

2
に
規
定
す
る
介
護
時
間

(
以
下
「
介
護
時
間
」
と
い
う
。

)
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
職
員

(非
常
勤
職
員
を

除
く
。

)
に
対
す
る
第

1
号
部
分
休
業
の
承
認
に
つ
い
て
は
、

1
日
に
つ
き

2
時
間
か
ら
当

 

該
育
児
時
間
又
は
当
該
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
を
減
じ
た
時
間

2
 
労
働
基
準
法
第

6
7
条
の
規
定
に
よ
る
育
児
時
間

(
以
下
「
育
児
時
間
」
と
い
う
。

)又
は

安
来
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
第

1
5条

の
2
に
規
定
す
る
介
護
時
間

(
以
下
「
介
護
時
間
」
と
い
う
。

)
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
職
員

(
非
常
勤
職
員
を

除
く
。

)に
対
す
る
部
分
休
業

 
 
 
 
 
の
承
認
に
つ
い
て
は
、

1日
に
つ
き

2時
間
か
ら
当

該
育
児
時
間
又
は
当
該
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
を
減
じ
た
時
間

　7　



を
超
え
な
い
範
囲
内
で
行
う
も
の
と
す
る
。

 
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
行
う
も
の
と
す
る
。

 

3
 
非
常
勤
職
員
に
対
す
る
第
1号

部
分
休
業
の
承
認
に
つ
い
て
は
、

1日
に
つ
き
、
当
該
非

常
勤
職
員
に
つ
い
て

1
日
に
つ
き
定
め
ら
れ
た
勤
務
時
間
か
ら

5
時
間

4
5
分
を
減
じ
た
時

間
を
超
え
な
い
範
囲
内

(当
該
非
常
勤
職
員
が
育
児
時
間
又
は
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け

て
勤
務
を
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
か
つ
、

2時

間
か
ら
当
該
育
児
時
間
又
は
当
該
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
を
減

じ
た
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内

)
で
行
う
も
の
と
す
る
。

 

3
 
非
常
勤
職
員
に
対
す
る
部
分
休
業

 
 
 
 
 
の
承
認
に
つ
い
て
は
、

1日
に
つ
き
、
当
該
非

常
勤
職
員
に
つ
い
て

1
日
に
つ
き
定
め
ら
れ
た
勤
務
時
間
か
ら

5
時
間

4
5
分
を
減
じ
た
時

間
を
超
え
な
い
範
囲
内

(当
該
非
常
勤
職
員
が
育
児
時
間
又
は
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け

て
勤
務
を
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
か
つ
、

2時

間
か
ら
当
該
育
児
時
間
又
は
当
該
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
を
減

じ
た
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内

)
で
行
う
も
の
と
す
る
。

 

(
第

2号
部
分
休
業
の
承
認

) 
 

第
2
3
条
の

2
 
育
児
休
業
法
第

1
9
条
第

2
項
第

2
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求
す
る
同
条
第

1

項
に
規
定
す
る
部
分
休
業

(以
下
「
第

2号
部
分
休
業
」
と
い
う
。
)
の
承
認
は
、
1時

間
を

単
位
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
時
間
数
の
第

2号
部
分
休
業
を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

(
1
)
 
1
回
の
勤
務
に
係
る
日
ご
と
の
勤
務
時
間
に
分
を
単
位
と
し
た
時
間
が
あ
る
場
合

で
あ
っ
て
、
当
該
勤
務
時
間
の
全
て
に
つ
い
て
承
認
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き

 
当
該
勤

務
時
間
の
時
間
数

 

 

(
2
) 

第
2
号
部
分
休
業
の
残
時
間
数
に

1
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、

当
該
残
時
間
数
の
全
て
に
つ
い
て
承
認
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き

 
当
該
残
時
間
数

 

 

(
育
児
休
業
法
第

1
9
条
第

2
項
の
条
例
で
定
め
る

1
年
の
期
間

)
 

 

第
2
3
条
の

3 
育
児
休
業
法
第

1
9
条
第

2
項
の
条
例
で
定
め
る

1
年
の
期
間
は
、
毎
年

4

月
1
日
か
ら
翌
年

3
月

31
日
ま
で
と
す
る
。

 

 

(
育
児
休
業
法
第

19
条
第

2
項
第

2
号
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
時
間
を
基
準
と
し
て

条
例
で
定
め
る
時
間

) 

 

第
2
3
条
の

4
 
育
児
休
業
法
第

1
9
条
第

2
項
第

2
号
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
時
間
を
基

準
と
し
て
条
例
で
定
め
る
時
間
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
時
間
と
す
る
。

 

 

(
1
) 

非
常
勤
職
員
以
外
の
職
員

 
7
7
時
間

3
0
分
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(
2
)
 
非
常
勤
職
員

 
当
該
非
常
勤
職
員
の
勤
務
日

1
日
当
た
り
の
勤
務
時
間
数
に

1
0

を
乗
じ
て
得
た
時
間

 

 

(
育
児
休
業
法
第

1
9
条
第

3
項
の
条
例
で
定
め
る
特
別
の
事
情

)
 

 

第
23

条
の

5 
育
児
休
業
法
第

19
条
第

3
項
の
条
例
で
定
め
る
特
別
の
事
情
は
、
配
偶
者

が
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
入
院
し
た
こ
と
、
配
偶
者
と
別
居
し
た
こ
と
そ
の
他
の
同
条
第

2
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
時
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事
実
が
生
じ
た
こ
と
に

よ
り
同
条
第

3
項
の
規
定
に
よ
る
変
更

(以
下
「
第

3
項
変
更
」
と
い
う
。
)
を
し
な
け
れ

ば
同
項
の
職
員
の
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
の
養
育
に
著
し
い
支
障
が

生
じ
る
と
任
免
権
者
が
認
め
る
事
情
と
す
る
。

 

 

(
部
分
休
業
を
し
て
い
る
職
員
の
給
与
の
取
扱
い

) 
(
部
分
休
業
を
し
て
い
る
職
員
の
給
与
の
取
扱
い

) 

第
2
4
条
 
職
員

(
会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。

)
が
育
児
休
業
法
第

1
9
条
第

1
項
に
規
定
す

る
部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
場
合
に
は
、
安
来
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
第
1
4
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
勤
務
し
な
い

1
時
間
に
つ
き
、
同
条
例
第

19

条
に
規
定
す
る
勤
務

1
時
間
当
た
り
の
給
与
額
を
減
額
し
て
支
給
す
る
。

 

第
2
4
条

 
職
員

(
会
計
年
度
任
用
職
員
を
除
く
。

)
が
部
分
休
業

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
場
合
に
は
、
安
来
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
第

1
4
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
勤
務
し
な
い

1
時
間
に
つ
き
、
同
条
例
第

1
9

条
に
規
定
す
る
勤
務

1
時
間
当
た
り
の
給
与
額
を
減
額
し
て
支
給
す
る
。

 

2
 
会
計
年
度
任
用
職
員
が
育
児
休
業
法
第

1
9
条
第

1
項
に
規
定
す
る
部
分
休
業
の
承
認
を

受
け
て
勤
務
し
な
い
場
合
に
は
、
安
来
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例

(
令
和
元
年
安
来
市
条
例
第

7号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
会
計
年
度
任
用

職
員
給
与
条
例
」
と
い
う
。

)第
1
7
条
及
び
第

2
7
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
勤
務

し
な
い
1
時
間
に
つ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
給
与

の
額
を
減
額
し
て
支
給
す
る
。

 

2
 
会
計
年
度
任
用
職
員
が
部
分
休
業

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
の
承
認
を

受
け
て
勤
務
し
な
い
場
合
に
は
、
安
来
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例

(
令
和
元
年
安
来
市
条
例
第

7号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
会
計
年
度
任
用

職
員
給
与
条
例
」
と
い
う
。

)第
1
7
条
及
び
第

2
7
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
勤
務

し
な
い

1時
間
に
つ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
給
与

の
額
を
減
額
し
て
支
給
す
る
。

 

(
1
)
･(
2
) 

〔
略
〕

 
(
1
)
･(

2
) 

〔
略
〕

 

(
部
分
休
業
の
承
認
の
取
消
事
由

) 
(
部
分
休
業
の
承
認
の
取
消
事
由

) 

第
2
5条

 
育
児
休
業
法
第

1
9条

第
6項

に
お
い
て
準
用
す
る
育
児
休
業
法
第

5
条
第

2項
の
条

例
で
定
め
る
事
由
は
、
職
員
が
第

3項
変
更
を
し
た
と
き
と
す
る
。

 

第
2
5条

 
第
5
条
の
規
定
は
、
部
分
休
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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議
第
８
６
号

 
安
来
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

 
説
明
資
料

 
総
務
部
人
事
課

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
（

 
 
 
 
改
正
部
分
）

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後
 

改
 

 
 
正

 
 

 
前

 

別
表

(
第
2
条
関
係

) 
別
表

(
第
2
条
関
係

) 

区
分
 

議
員
報
酬
月

額
 

日
当
 

(
1
日
に
つ
き

) 

宿
泊
料

(1
夜
に
つ
き

) 
食
卓
料

 

甲
地
方

 
乙
地
方

 

議
長

 
4
3
2
,0
0
0円

 

〔
略
〕

 
副
議
長

 
3
8
7
,0
0
0円

 

議
員

 
3
5
8
,0
0
0円

 
 

区
分

 
議
員
報
酬
月

額
 

日
当

 

(
1
日
に
つ
き

) 

宿
泊
料

(1
夜
に
つ
き

) 
食
卓
料

 

甲
地
方

 
乙
地
方

 

議
長

 
4
1
3
,0
0
0円

 

〔
略
〕

 
副
議
長

 
3
7
0
,0
0
0円

 

議
員

 
3
4
3
,0
0
0円

 
 

備
考

 
〔
略
〕

 
備
考
 
〔
略
〕
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議
第
８
７
号
 

 
 
 
安
来
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

 
説
明
資
料

 
建
設
部
建
築
住
宅
課

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 （

 
 
 

 
改
正
部
分
）

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後
 

改
 

 
 
正
 
 

 
前
 

別
表
第

2(
第
2
条
関
係

) 
別
表
第

2(
第
2
条
関
係

) 

建
築
物
の
建
築
等
に
関
す
る
申
請
手
数
料

 
建
築
物
の
建
築
等
に
関
す
る
申
請
手
数
料

 

区
分
 

手
数
料
の
額

 

〔
略
〕

 

1
の

2 
法
第
7
条
の

3第
1項

の
規
定
に
基
づ
く

中
間
検
査
又
は
法
第

1
8条

第
2
9項

の
規
定

に
基
づ
く
検
査

(こ
の
項
に
お
い
て
単
に

「
中
間
検
査
」
と
い
う
。

)を
受
け
よ
う
と

す
る
者

 

 

ア
 
中
間
検
査
を
行
う
部
分
の
床
面
積
の

合
計

が
1
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

、

2
0
0平

方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の

 

〔
略
〕

 

イ
 
中
間
検
査
を
行
う
部
分
の
床
面
積
の

合
計

が
2
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

、

3
0
0平

方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の

 

〔
略
〕

 

ウ
 
中
間
検
査
を
行
う
部
分
の
床
面
積
の

合
計

が
3
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

、

5
0
0平

方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の

 

〔
略
〕

 

エ
 
中
間
検
査
を
行
う
部
分
の
床
面
積
の

合
計

が
5
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

、

1
,
0
00
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の

 

〔
略
〕

 

オ
 
中
間
検
査
を
行
う
部
分
の
床
面
積
の

合
計
が

1,
0
00
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

〔
略
〕

 

区
分
 

手
数
料
の
額

 

〔
略
〕

 

1
の

2 
法
第

7
条
の

3第
1項

の
規
定
に
基
づ
く

中
間
検
査
又
は
法
第

1
8条

第
2
9項

の
規
定

に
基
づ
く
検
査

 
 
 
 

 
 
 

 
 

  

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 を
受
け
よ
う
と

す
る
者

 

 

ア
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
床
面
積
の

合
計

が
1
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

、

2
0
0平

方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の

 

〔
略
〕

 

イ
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
床
面
積
の

合
計

が
2
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

、

3
0
0平

方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の

 

〔
略
〕

 

ウ
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
床
面
積
の

合
計

が
3
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

、

5
0
0平

方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の

 

〔
略
〕

 

エ
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
床
面
積
の

合
計

が
5
0
0
平

方
メ

ー
ト

ル
を

超
え

、

1
,
0
00
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の

 

〔
略
〕

 

オ
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
床
面
積
の

合
計
が

1,
0
00
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

〔
略
〕
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も
の
 

〔
略
〕

 

3
 
法
第

7
条
第

1項
の
規
定
に
基
づ
く
完
了
検

査
又
は
法
第

1
8条

第
2
1項

の
規
定
に
基
づ

く
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

 

 

 

ア
 
イ
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

 
 

(
ア

) 
床
面
積
の
合
計
が

3
0平

方
メ
ー

 

ト
ル
以
内
の
も
の

 

申
請
又
は
通
知

1件
に
つ
き

 
14
,
0
00
円
 

(
イ

) 
床
面
積
の
合
計
が

3
0平

方
メ
ー

 

ト
ル
を
超
え
、

10
0平

方
メ
ー
ト
ル
以

 

内
の
も
の

 

申
請
又
は
通
知

1件
に
つ
き

 
21
,
0
00
円
 

(
ウ

) 
床
面
積
の
合
計
が

1
00
平
方
メ
ー

 

ト
ル
を
超
え
、

20
0平

方
メ
ー
ト
ル
以

 

内
の
も
の

 

申
請
又
は
通
知

1件
に
つ
き

 
32
,
0
00
円
 

(
エ

) 
床
面
積
の
合
計
が

2
00
平
方
メ
ー

 

ト
ル
を
超
え
、
3
00
平
方
メ
ー
ト
ル
以
 

 
 
内
の
も
の

 

申
請
又
は
通
知

1件
に
つ
き

 
41
,
0
00
円
 

(
オ

) 
床
面
積
の
合
計
が

3
00
平
方
メ
ー

 

ト
ル
を
超
え
、

50
0平

方
メ
ー
ト
ル
以

 

内
の
も
の

 

申
請
又
は
通
知

1件
に
つ
き

 
44
,
0
00
円
 

(
カ

) 
床
面
積
の
合
計
が

5
00
平
方
メ
ー

 

ト
ル
を
超
え
、

1,
0
00
平
方
メ
ー
ト
ル

 

以
内
の
も
の

 

申
請
又
は
通
知

1件
に
つ
き

 
55
,
0
00
円
 

(
キ

) 
床
面
積
の
合
計
が

1
,0
00
平
方
メ
 

ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の

 

申
請
又
は
通
知

1件
に
つ
き

 
64
,
0
00
円
 

イ
 
完
了
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
建
築

物
が
法
第

7条
の
3
第
1
項
の
規
定
に
基

づ
く
中
間
検
査
又
は
法
第

1
8条

第
2
9項

の
規
定
に
基
づ
く
検
査
を
受
け
た
建
築

物
で
あ
る
場
合

 

 

も
の

 

〔
略
〕

 

3
 
法
第

7
条
第

1項
の
規
定
に
基
づ
く
完
了
検

査
又
は
法
第

1
8条

第
2
1項

の
規
定
に
基
づ

く
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

(
次
項
に
掲

げ
る
場
合
以
外
の
場
合

) 

 

 
 

ア
 
床
面
積
の
合
計
が

30
平
方
メ
ー
ト
ル

以
内
の
も
の

 

申
請
又
は
通
知

1件
に
つ
き

 
14
,
0
00
円

 

イ
 
床
面
積
の
合
計
が

30
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
、

1
00
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も

の
 

申
請
又
は
通
知

1件
に
つ
き

 
21
,
0
00
円

 

ウ
 
床
面
積
の
合
計
が

10
0平

方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
、

2
00
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も

の
 

申
請
又
は
通
知

1件
に
つ
き

 
32
,
0
00
円

 

エ
 
床
面
積
の
合
計
が

20
0平

方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
、

3
00
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も

の
 

申
請
又
は
通
知

1件
に
つ
き

 
41
,
0
00
円

 

オ
 
床
面
積
の
合
計
が

30
0平

方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
、

5
00
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も

の
 

申
請
又
は
通
知

1件
に
つ
き

 
44
,
0
00
円

 

カ
 
床
面
積
の
合
計
が

50
0平

方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
、

1
,0
0
0平

方
メ
ー
ト
ル
以
内
の

も
の

 

申
請
又
は
通
知

1件
に
つ
き

 
55
,
0
00
円

 

キ
 
床
面
積
の
合
計
が

1,
0
00
平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
も
の

 

申
請
又
は
通
知

1件
に
つ
き

 
64
,
0
00
円
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(
ア

) 
床
面
積
の
合
計
が

1
00
平
方
メ

ー
ト
ル
を
超
え
、
20
0平

方
メ
ー
ト
ル

以
内
の
も
の

 

申
請
又
は
通
知

1件
に
つ
き

 
30
,
0
00
円
 

(
イ

) 
床
面
積
の
合
計
が

2
00
平
方
メ

 

ー
ト
ル
を
超
え
、
3
0
0平

方
メ
ー
ト
ル
 

以
内
の
も
の

 

申
請
又
は
通
知

1件
に
つ
き

 
40
,
0
00
円
 

(
ウ

) 
床
面
積
の
合
計
が

3
00
平
方
メ

 

ー
ト
ル
を
超
え
、
5
0
0平

方
メ
ー
ト
ル
 

以
内
の
も
の

 

申
請
又
は
通
知

1件
に
つ
き

 
43
,
0
00
円
 

(
エ

) 
床
面
積
の
合
計
が

5
00
平
方
メ

 

ー
ト
ル
を
超
え
、
1
,
00
0平

方
メ
ー
ト
 

ル
以
内
の
も
の

 

申
請
又
は
通
知

1件
に
つ
き

 
53
,
0
00
円
 

(
オ

) 
床
面
積
の
合
計
が

1
,0
00
平
方
 

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の

 

申
請
又
は
通
知

1件
に
つ
き

 
61
,
0
00
円
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3
の

2
 
法
第

7
条
の

3
第

1
項
の
規
定
に
基

づ
く
中
間
検
査
又
は
法
第

1
8
条
第

2
9
項
の

規
定
に
基
づ
く
検
査
を
受
け
た
建
築
物
の

完
了
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

 

 

 
ア

 
床
面
積
の
合
計
が

1
00

平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、
20
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の

も
の

 

申
請
又
は
通
知

1
件
に
つ
き

 
3
0
,
00
0
円

 

 

 
イ

 
床
面
積
の
合
計
が

2
00
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
、

3
00
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も

の
 

申
請
又
は
通
知

1件
に
つ
き

 
40
,
0
00
円

 

ウ
 
床
面
積
の
合
計
が

30
0平

方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
、

5
00
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も

の
 

申
請
又
は
通
知

1件
に
つ
き

 
43
,
0
00
円

 

エ
 
床
面
積
の
合
計
が

50
0平

方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
、

1
,0
0
0平

方
メ
ー
ト
ル
以
内
の

も
の

 

申
請
又
は
通
知

1件
に
つ
き

 
53
,
0
00
円
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〔
略
〕

 

1
0
 
法
第

8
6条

の
2第

1項
の
規
定
に
基
づ
く

一
敷
地
内
認
定
建
築
物
以
外
の
建
築
物
の

新
築
又
は
一
敷
地
内
認
定
建
築
物
の
増
築

等
 
 
 
  
 
  
 
  
 
 
の
認
定
を
受
け
よ
う

と
す
る
者

 

建
築
物

( 
 
新
築
又
は
増
築
等

 
  
 
  
 
 

 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
に
係

る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。

)
の
数
が

1で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は

7

8
,
3
00
円
、
建
築
物
の
数
が

2以
上
で
あ
る
場

合
に
あ
っ
て
は

78
,
30
0円

に
1を

超
え
る
建

築
物
の
数
に

2
8
,0
0
0円

を
乗
じ
て
得
た
額

を
加
算
し
た
額

 

〔
略
〕

 
 

オ
 
床
面
積
の
合
計
が

1,
0
00
平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
も
の

 

申
請
又
は
通
知

1件
に
つ
き

 
61
,
0
00
円

 

〔
略
〕

 

1
0
 
法
第

8
6条

の
2第

1項
の
規
定
に
基
づ
く

一
敷
地
内
認
定
建
築
物
以
外
の
建
築
物
の

新
築
又
は
一
敷
地
内
認
定
建
築
物
の
増
築
、

改
築
若
し
く
は
移
転
の
認
定
を
受
け
よ
う

と
す
る
者

 

建
築
物

(当
該
新
築
又
は
一
敷
地
内
認
定
建

築
物
の
増
築
、
改
築
若
し
く
は
移
転
に
係

る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。

)
の
数
が

1で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は

7

8
,
3
00
円
、
建
築
物
の
数
が

2以
上
で
あ
る
場

合
に
あ
っ
て
は

78
,
30
0円

に
1を

超
え
る
建

築
物
の
数
に

2
8
,0
0
0円

を
乗
じ
て
得
た
額

を
加
算
し
た
額

 

〔
略
〕

 
 

 

備
考

 
備
考

 

1
 
こ
の
表
の

1の
項
の
床
面
積
の
合
計
は
、
次
の
ア
か
ら
エ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
の

区
分
に
応
じ
、
当
該
ア
か
ら
エ
ま
で
に
定
め
る
面
積
に
つ
い
て
算
定
す
る
。

 

1
 
こ
の
表
の

1の
項
の
床
面
積
の
合
計
は
、
次
の
ア
か
ら
エ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
の

区
分
に
応
じ
、
当
該
ア
か
ら
エ
ま
で
に
定
め
る
面
積
に
つ
い
て
算
定
す
る
。

 

ア
・
イ

 
〔
略
〕
 

ア
・
イ

 
〔
略
〕
 

ウ
 
建
築
物
を
移
転
し
、
又
は
大
規
模
の
修
繕
若
し
く
は
大
規
模
の
模
様
替
を
す

る
場
合

(エ
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。

) 
当
該
移
転
又
は
修
繕
若
し
く
は
模
様

替
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の

2分
の
1 

ウ
 
建
築
物
を
移
転

 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  

 
 
す

る
場
合

(エ
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
) 

当
該
移
転

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の

2分
の
1 

エ
 
確
認
を
受
け
た
建
築
物
の
計
画
の
変
更
を
し
て
建
築
物
を
移
転
し
、
又
は
大

規
模
の
修
繕
若
し
く
は
大
規
模
の
模
様
替
を
す
る
場
合

 
当
該
計
画
の
変
更
に

係
る
部
分
の
床
面
積
の

2分
の

1 

エ
 
確
認
を
受
け
た
建
築
物
の
計
画
の
変
更
を
し
て
建
築
物
を
移
転

 
 
  

 
 
  

 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
 
す
る
場
合

 
当
該
計
画
の
変
更
に

係
る
部
分
の
床
面
積
の

2分
の

1 

2
 
こ
の
表
の

3の
項
の
床
面
積
の
合
計
は
、
建
築
物
を
建
築
し
た
場
合

(移
転
し
た
場

合
を
除
く
。

)
に
あ
っ
て
は
当
該
建
築
に
係
る
部
分
の
床
面
積
に
つ
い
て
算
定
し
、

建
築
物
を
移
転
し
、
又
は
大
規
模
の
修
繕
若
し
く
は
大
規
模
の
模
様
替
を
し
た
場

合
に
あ
っ
て
は
当
該
移
転
又
は
修
繕
若
し
く
は
模
様
替
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の

2
分
の

1に
つ
い
て
算
定
す
る
。

 

2
 
こ
の
表
の

3の
項
の
床
面
積
の
合
計
は
、
建
築
物
を
建
築
し
た
場
合

(移
転
し
た
場

合
を
除
く
。

)
に
あ
っ
て
は
当
該
建
築
に
係
る
部
分
の
床
面
積
に
つ
い
て
算
定
し
、

建
築
物
を
移
転

  
 
  
 
  

 
 

 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
  
 
 
  
 
  
 
し
た
場

合
に
あ
っ
て
は
当
該
移
転

 
  
  
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の

2
分
の

1に
つ
い
て
算
定
す
る
。
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別
表
第

2の
3(
第
2
条
関
係

) 
別
表
第

2の
3(
第
2
条
関
係

) 

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
建
築
基

準
関
係
規
定
と
み
な
さ
れ
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
建
築
物
の
確
認
等
に
関
す
る
手

数
料
 

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
建
築
基

準
関
係
規
定
と
み
な
さ
れ
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
建
築
物
の
確
認
等
に
関
す
る
手

数
料

 

区
分
 

手
数
料
の
額

 

〔
略
〕

 

2
 
建
築
物
省
エ
ネ
省
令
第

2
条
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
建
築
物
で
、
法
第

6
条
第

1
項
の
規

定
に
基
づ
く
建
築
確
認
若
し
く
は
法
第

18

条
第

3
項
の
規
定
に
基
づ
く
審
査
を
受
け
た

建
築
物
又
は
建
築
物
省
エ
ネ
法
第

11
条
第

1
項
若
し
く
は
第

1
2
条
第

2
項
の
規
定
に
基

づ
く
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合

性
判
定
を
受
け
た
建
築
物

(建
築
物
省
エ
ネ

法
第

1
8
条
第

2
項
若
し
く
は
第

30
条
第

8

項
(建

築
物
省
エ
ネ
法
第

31
条
第

2
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

)
又
は
都
市

低
炭
素
化
法
第

10
条
第

9
項
若
し
く
は
第

5
4
条
第

8
項
の
規
定
に
よ
り
適
合
判
定
通

知
書
の
交
付
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ

る
場
合
を
含
む
。

)に
つ
い
て
、
法
第

7
条

第
1
項
の
規
定
に
基
づ
く
完
了
検
査
又
は

法
第

1
8
条
第

2
1
項
に
規
定
す
る
通
知
に
対

す
る
完
了
検
査

(以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単

に
「
完
了
検
査
」
と
い
う
。

)を
受
け
よ
う

と
す
る
者

(住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則

(平
成

12
年
建
設
省

令
第

20
号

)第
5
条
第

1
項
に
規
定
す
る
建

設
住
宅
性
能
評
価

(特
定
建
築
行
為

(
建
築

 

区
分
 

手
数
料
の
額

 

〔
略
〕

 

2
 
建
築
物
省
エ
ネ
省
令
第

2条
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
建
築
物
で
、
法
第

6条
第

1
項
の
規

定
に
基
づ
く
建
築
確
認
若
し
く
は
法
第

18

条
第

3
項
の
規
定
に
基
づ
く
審
査
を
受
け
た

建
築
物
又
は
建
築
物
省
エ
ネ
法
第

1
1
条

第

1
項
若
し

く
は

第
1
2
条

第
2
項
の

規
定
に
基

づ
く
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
適
合

性
判
定
を
受
け
た
建
築
物

(建
築
物
省
エ
ネ

法
第

1
8
条

第
2
項

若
し

く
は

第
3
0
条

第
8

項
(建

築
物
省
エ
ネ
法
第

3
1
条

第
2
項

に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

)
又
は
都
市

低
炭
素
化
法
第

1
0
条

第
9
項

若
し
く
は
第

5
4条

第
8
項
の
規
定
に
よ
り
適
合
判
定
通

知
書
の
交
付
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ

る
場
合
を
含
む
。

)
に
つ
い
て
、
法
第

7
条

第
1項

の
規
定
に
基
づ
く
完
了
検
査
又
は

法
第

1
8
条
第

2
1
項
に
規
定
す
る
通
知
に
対

す
る
完
了
検
査

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 を

受
け
よ
う

と
す
る
者
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物
省
エ
ネ
法
第

11
条
第

1
項
に
規
定
す
る

特
定
建
築
行
為
を
い
う
。

)に
係
る
住
宅
が

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
に
適

合
す
る
住
宅
と
同
等
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
旨
の
建

設
住
宅
性
能
評
価
に
限
る
。

)を
受
け
た
住

宅
に
つ
い
て
完
了
検
査
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
を
除
く
。

) 
 
ア
～
エ

 
〔
略
〕

 
〔
略
〕

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
ア
～
エ

 
〔
略
〕

 
〔
略
〕
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議
第
８
８
号
 

 
 
 
安
来
市
公
営
住
宅
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

 
説
明
資
料

 

建
設
部
建
築
住
宅
課

 

第
１
条
関
係
（
安
来
市
公
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
）

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
（

 
 
 

 
改
正
部
分
）

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後
 

改
 

 
 
正
 
 

 
前
 

別
表
第

1(
第
3
条
関
係

) 
別
表
第

1(
第
3
条
関
係

) 

1
 
安
来
地
域
の
公
営
住
宅

 
1
 
安
来
地
域
の
公
営
住
宅

 

名
称

 
所
在
地

 
建
設
年
度

 
構
造
 

戸
数

 
摘
要

 

〔
略
〕

 

内
代
団
地

 
〔
略
〕

 

大
塚
団
地

 
安
来
市
大
塚
町

35
1番

地

1
 

令
和

7
年
度

 木
造
平
屋
建

 
4
戸
 
A
3
号
棟

2D
K 

A
4
号
棟

3D
K 

木
造

2
階
建
 

2
戸
 
A
6
号
棟

3D
K 

 

名
称

 
所
在
地

 
建
設
年
度

 
構
造

 
戸
数
 

摘
要
 

〔
略
〕

 

内
代
団
地

 
〔
略
〕

 
 

 第
２
条
関
係
（
安
来
市
小
集
落
改
良
住
宅
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
（

 
 
 

 
改
正
部
分
）

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後
 

改
 

 
 
正
 
 

 
前
 

別
表
第

1(
第
2
条
関
係

) 
別
表
第

1(
第
2
条
関
係

) 

地
区
名

 
建
築
年
度

 
種
別

 
構
造

 
戸
数

 

大
塚
地
区

 
 昭
和

4
6年

度
 

 小
集
落
改
良
住
宅

 

 簡
易
耐
火

2階
 

 1
6
戸
 

 

地
区
名

 
建
築
年
度

 
種
別

 
構
造
 

戸
数
 

大
塚
地
区

 
昭
和
4
5年

 
小
集
落
改
良
住
宅

 
簡
易
耐
火

2階
 

1
8
戸

 

昭
和
4
6年

 
 
小
集
落
改
良
住
宅

 
簡
易
耐
火

2階
 

1
6
戸
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 第
３
条
関
係
（
安
来
市
営
住
宅
等
駐
車
場
条
例
の
一
部
改
正
）

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
（

 
 
 

 
改
正
部
分
）

 

改
 

 
 
正

 
 

 
後
 

改
 

 
 
正
 
 

 
前
 

(
名
称
及
び
位
置

) 
(
名
称
及
び
位
置

) 

第
2条

 
駐
車
場
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 
第

2条
 
駐
車
場
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

名
称

 
位
置
 

〔
略
〕

 

内
代
団
地
駐
車
場

 
〔
略
〕

 

安
来
市
切
川
町

13
03

番
地

 

大
塚
団
地
駐
車
場

 
安
来
市
大
塚
町

35
1番

地
1 

〔
略
〕

 
 

名
称

 
位
置
 

〔
略
〕

 

内
代
団
地
駐
車
場

 
〔
略
〕

 

安
来
市
切
川
町

13
03

番
地

 
 

〔
略
〕

 
 

 

別
表
第

2(
第
9
条
関
係

) 
別
表
第

2(
第

9
条
関
係

) 

地
区
名
 

建
築
年
度

 
家
賃
の
額
（
月
額
）

 
摘
要

 

大
塚
地
区

 
 昭
和

4
6年

度
 

 4
,
5
00
円

 
  

 

地
区
名

 
建
築
年
度

 
家
賃
の
額
（
月
額
）

 
摘
要

 

大
塚
地
区

 
昭
和
4
5年

度
 

昭
和
4
6年

度
 

4
,
0
00
円

 

4
,
5
00
円
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凡 例

赤字：認定路線

青字：変更路線

議第９０号

市道路線の変更について 説明資料
建設部土木建設課

市道認定・変更

位置図

変更

福冨庄田線

変更

上坂田2号線

上坂田3号線

上坂田4号線

上坂田5号線

変更

与市丸山線

変更

宮中川4号線

変更

吉田川西堤防下線
変更

上荒島22号線

変更

中の丁13号線

変更

永江1号線
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【変更】

A1023 上荒島22号線 1,059.6メートル 3.85メートル

路線番号 路線名 延長 幅員
A1023 上荒島線 1,059.6メートル 3.85メートル

議第９０号

市道路線の変更について 説明資料

建設部土木建設課

起点

起点

終点

終点

市道 上荒島線（変更前）

市道 上荒島２２号線（変更後）
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【変更】

A2079 宮中川4号線 64.9メートル 1.93メートル

路線番号 路線名 延長 幅員
A2079 宮中川4号線 67.4メートル 1.96メートル

起点

起点

終点

安来学園

議第９０号

市道路線の変更について 説明資料

建設部土木建設課

市道 宮中川4号線（変更後）

終点

市道 宮中川4号線（変更前）
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【変更】
路線番号 路線名 延長 幅員
A2087 上坂田２号線 315.5メートル 2.59メートル
A2087 上坂田２号線 313.2メートル 2.59メートル
A2088 上坂田３号線 282.8メートル 2.27メートル
A2088 上坂田３号線 280.4メートル 2.27メートル
A2089 上坂田４号線 248.2メートル 2.47メートル

A2090 上坂田５号線 208.2メートル 2.24メートル

A2089 上坂田４号線 246.0メートル 2.47メートル
A2090 上坂田５号線 210.4メートル 2.24メートル

終点

終点

終点

起点

起点

起点

起点

起点

起点

終点

終点

終点

終点

終点

議第９０号

市道路線の変更について 説明資料

建設部土木建設課

起点

市立 西部球

起点
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【変更】

A3002 吉田川西堤防下線 592.4メートル 2.81メートル

路線番号 路線名 延長 幅員
A3002 吉田川西堤防線 592.4メートル 2.81メートル

国道9号

議第９０号

市道路線の変更について 説明資料

建設部土木建設課

起点

市道 吉田川西堤防下線（変更後）

起点

終点終点

至 松江

市道 吉田川西堤防線（変更前）

至 米子

吉

田

川
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【変更】

B1033 中の丁13号線 161.3メートル 3.10メートル

路線番号 路線名 延長 幅員
B1033 中の丁11号線 161.3メートル 3.10メートル

市
道

本
通
線

市
道

中
の
丁
3
号
線

市道 目谷線

市道 中の丁11号線

議第９０号

市道路線の変更について 説明資料

建設部土木建設課

起点

市道 中の丁13号線（変更後）

起点

終点

終点

広瀬庁舎

広瀬小学校

市道 中の丁11号線（変更前）
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【変更】

C139 福冨庄田線 227.3メートル 2.71メートル

路線番号 路線名 延長 幅員
C139 福冨庄田線 239.4メートル 2.69メートル

終点

議第９０号

市道路線の変更について 説明資料

建設部土木建設課

起点

市道 福冨庄田線（変更後）

終点

市道 福冨庄田線（変更前）

起点

福冨集会所
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【変更】

C172 与市丸山線 52.9メートル 2.30メートル

路線番号 路線名 延長 幅員
C172 与市丸山線 197.5メートル 1.40メートル

終点

議第９０号

市道路線の変更について 説明資料

建設部土木建設課

起点市道 与市丸山線（変更後）

終点

市道 与市丸山線（変更前）

起点
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【変更】

C206 永江1号線 370.8メートル 3.26メートル

路線番号 路線名 延長 幅員
C206 矢原永江線 370.8メートル 3.26メートル

議第９０号

市道路線の変更について 説明資料

建設部土木建設課

起点

市道 永江1号線（変更後）

起点

終点

市道 矢原永江線（変更前）

終点
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議第９１号 

   指定管理者の指定について 説明資料 

教育部文化課 

 

１．指定管理者選定の経過 

 （１）募集要項の公開、募集開始      令和７年４月１８日（金） 

 （２）申請書及び提案書等の受付期限    令和７年６月１２日（木） 

 （３）選定審議会             令和７年６月２７日（金） 

 （４）市長に審議会の結果を答申      令和７年６月２７日（金） 

 （５）指定管理者の候補者の選定      令和７年７月 １日（火） 

 

２．安来市の公の施設指定管理者選定審議会の結果 

 （１）申請団体  ２団体 

 （２）第１候補者  

所 在 地  鳥取県米子市夜見町１８９５番地３ 

団体名称  ＡＪ共同事業体 

代 表 者  有限会社アクティブ・プロ 代表取締役 小林壮平 

評 価 点  １４３．５点／２００点 

 （３）第２候補者 

所 在 地  東京都千代田区神田小川町一丁目２番地 

団体名称  株式会社ケイミックスパブリックビジネス 

代 表 者  代表取締役 橋本鉄司 

評 価 点  １３７．５点／２００点 

 

３．選定理由 

申請者から提出された事業計画書、収支予算書、決算書及び定款・規約等を

基に、「安来市公の施設指定管理者選定審議会」において、プレゼンテーション

及びヒアリングが行われ審議された結果、指定管理者の候補者としての能力を

有すると認め上位２社として選定したとの報告があった。市では、その審査結

果を踏まえ候補者を選定した。 
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議第９３号 

工事請負契約の締結についての議決の一部変更について 説明資料 

市民生活部環境政策課 

○契約の件名 

 布部発電所建屋・水圧鉄管更新工事 

○工事の目的 

  昭和２９年から稼動している布部発電所を、再生可能エネルギーの固定価格買取

制度（ＦＩＴ）適用となるよう、施設の更新を行うもの。 

○工事の概要 

 建屋新築工事   一式（鉄筋コンクリート造１階建、延べ面積９８．３０㎡） 

水圧鉄管更新工事 一式（内径６００㎜、鉄管長３９，６５７ｍｍ） 

○工事の期間 

 令和５年１２月１６日から令和８年３月２７日まで（今回変更なし） 

○変更の理由 

週休２日工事の対象となる本工事において、契約の相手方である株式会社フソウ

中国支店から申し出があり、経費を補正し対応するもの。 

また、建屋基礎工の作業土工において試掘確認の結果、仮設土留工（場所打ち杭）

が必要となったことなど、一部追加施工し対応するもの。 
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議第９４号 

　　　工事請負契約の締結についての議決の一部変更について　説明資料 

健康福祉部福祉課 

　 

○契約の件名 

　養護老人ホーム鴨来荘移転整備工事（機械） 

 

○契約の相手方 

　アクアシステム株式会社　安来市安来町４３１番地 

 

○工事の目的 

昭和５４年に建設された養護老人ホーム鴨来荘の老朽化に伴い、特別養護老人　

ホームしらさぎ苑の駐車場に５０名定員の施設を移転整備するもの。 

 

○工事の概要 

衛生器具、給水、排水、消火、ガス、給湯、浄化槽、空気調和、換気設備  

各一式 

 

○契約金額 

　当初（令和6年11月1日議決）一金　290,180,000円（うち消費税　26,380,000円） 

　変更後　　　　　　　　　  一金　303,661,600円（うち消費税　27,605,600円） 

 

○変更理由 

■予定していた空調機器が２０２５年４月以降の「フロン排出抑制法」に基づく

指定製品となり、受注・出荷停止となったため、機器の変更が必要となった。 

 

■地盤を掘削する際、崩落を防ぐために設置する矢板（鋼製の仮設材）が、工事

敷地内にあるしらさぎ苑の既存給水管に干渉することが分かったため、移設の

必要が生じた。移設に伴う受水槽の汚濁や配管の凍結等のリスクを防ぐため、

量水器（水道メーター）を別の場所に設置することとなった。 

 

○契約期間 

　令和６年１１月１日から令和８年１月１６日まで 

　※変更なし
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議第９５号 

工事請負契約の締結についての議決の一部変更について 説明資料 

                           建設部土木建設課 

 

○件 名 

 交通安全対策事業 安来港飯島線道路改良工事（橋梁上部工） 

 

○工事の目的  

安来港飯島線道路改良事業にあたり吉田橋の架け替え工事（橋梁上部工）を行うも

の。 

 

○工事の概要 

 橋梁上部工一式（鋼コンクリート合成床版橋）、橋長L=40m、全幅員 W=17.8m、床版

コンクリート V=207㎥ 

   

○工事の期間 

令和６年５月３日から令和８年１月２９日まで 

                     

○変更の理由 

週休２日工事現場閉所４週８休の補正及びインフレスライドによる材料・労務費の増

額に対応するもの。また、クレーンアウトリガー下の地盤について支持力測定したとこ

ろ所定の地耐力が確認できなかったことから敷鉄板養生を追加し、対応するもの。 

 

至 松江市 至 米子市 

橋梁上部工一式（鋼コンクリート合成床版橋）、橋長
L=40m、全幅員 W=17.8m、床版コンクリート V=207㎥ 
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